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要 旨

木稿では， 「シラパスjをめぐって， 日本語教育の場合に特化して考察する。 特に印南大学

では主規学部留学生 1 の受入れを始めたばかりであるため， 交換留学生や研究生といった非正

規（学部）留学生等と混合した棉好でのレベノレ別による授業クラスは設けられておらず， つ

まり， 今後学部正規留学生のみのための授業クラスが設置可能であり， シラパスについても

従前の初中級のものとは異なった視点で設計するという可能性とその必要性を模索する。 そ

して， 日本語教育においてよく言われるところの 「 文法シラパスJ. rタスクシラパスj等と

いった視点からというよりも， 正規学部留学生のための学生の視点に立ったシラパスの構築

を考え， 提案することを目的とする。
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1 . はじめに

本稿の目的は， 外国人留学生の中でも学部正規生に特化した「日本語Jシラパスについて，

甲南大学の学部IE規留学生受入れの事情を考凪し， 今後の学部正規留学生育成について学習

教育支暖のための理念、の構築をしつつ， どういう観点からどのように設計すべきかを考察す

るものである。 これまでにシラパスそのものの資料は多々散凡されるものの， シラパス自体

を巧察の対象とする研究というものはむしろ少ないのが実状であるように思われる。 そうし

た情況ではシラパスについて， 特に日本沼教育においては改めて考察を深めることにより，

その知見は授業設計における重要な住ともなり， 教育計画における傑々な側面に浸透するも

のと期待できる。

甲南大学では学部正規留学生の入学試験実施体制ができたのは2017年度入試からであり，

木杭の執筆時点ではまだ入学者はおらず， 従って， 学部正規留学生向けの日本語を中心とし

た科目はこれまではなかったという， 留学生を受け入れている多くの他大学ではほぼ見られ

ない特殊な事情があった。 そこでは， 今後学部主規留学生を新たに受け入れる以上， 従前に

はなかったシラパスを構築することが求められており， また， 既存のシラパスとの差別化も

図ることが可能であり， また， より学部正規留学生に特化したものが構築できるという環境

にあろうと考える。 そういう情況の中で本稿では， 目的を学部正規留学生のためのシラパス
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